
繊維染色プロセスゼロエミッション化へのデータベ
ースとプロセスシミュレータの開発

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2021-10-29

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: Hayashi, Yoshishige

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00060845URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


 Back to previous page

繊維染⾊プロセスゼロエミッション化へのデータベースとプロセスシミュレータ
の開発
Research Project

Project/Area Number

10141101

Research Category

Grant-in-Aid for Scientific Research on Priority Areas (A)

Allocation Type

Single-year Grants

Research Institution

Kanazawa University

Principal Investigator

林 良茂   ⾦沢⼤学, ⼯学部, 教授 (60019750)

Co-Investigator(Kenkyū-buntansha)

⼾⽥ 任重  信州⼤学, 理学部, 助教授 (60291382) 
清⽔ 宣明  ⾦沢⼤学, ⼯学部, 教授 (50019634) 
川⻄ 琢也  ⾦沢⼤学, ⼯学部, 助教授 (80234087)

Project Period (FY)

1998

Project Status

Completed (Fiscal Year 1998)

Budget Amount *help

¥2,800,000 (Direct Cost: ¥2,800,000)
Fiscal Year 1998: ¥2,800,000 (Direct Cost: ¥2,800,000)

Keywords

染⾊(Dyeing) / データベース(Database) / 物質収⽀(Material balance) / リサイクル(Recycling)

Research Abstract

本研究では、⽔と薬剤を⼤量に使⽤する繊維染⾊プロセスのマスバランス、排⽔処理のコスト、薬剤の性状についてデータベースを構築するとともに、プロセスシュミレーターを⽤いて
個々の改善策の全体での物質の流れに対する影響を推算することを⽬的とする。本年度は、昨年度のアンケート調査に加え、事業場の訪問調査を⾏い、⽔使⽤量、薬剤使⽤量、⼯程から
の排⽔の⽔質について詳細に検討した。 
この結果、ポリエステル浸染の代表的⼯程において、マスバランスが明らかとなり、膜分離など現在確⽴されている技術によって何をどこまでリサイクルが可能かが計算できるよう様に
なった。その結果、糊抜⼯程からは合成糊剤(PVAなど)が回収可能であること、合成糊剤はほとんど繊維業界のみで⽤いられており、回収した糊剤の引き受け先としては織布製造業ぐらい
しかないこと、減量⼯程からはポリエチレンテレフタラートが回収され、これはポリエステル製造⼯程等にリサイクルできること、また同⼯程からアルカリを回収することができ、これ
を同⼀⼯程で再利⽤できること、などが明らかになった。 
将来のさらなるゼロエミッション化のためには、⽣物分解性が低いが現在のところ代替が難しいノニオン系界⾯活性剤の回収技術あるいは⽣物分解性の⾼いものへの代替、⽔、溶剤使⽤
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量を極⼒低減するインクジェットプリント法の開発等が技術開発課題であることが明らかとなった。また、染⾊業は中⼩規模の事業場が多いため、⾼価なリサイクル装置などの導⼊が難
しい場合がある。染⾊業のゼロエミッション化のためには、この様な業界の事業を考慮しながら、リサイクル技術の普及、新ゼロエミッション技術の開発を進める必要がある。
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